物が 金属 を 主要な 栄養 品と して 摂取す るの ははな はだ 

珍しい といわなければ なるまい。 もっとも、 人間に で 

もき わめて 微量な 金属が 非常に 必要な ものである とい 

うこと は、 近頃 だんだんに 分かり かけて 来て いるよう 

では あるが、 しかし それ は 食物 全体に 対して^の マイ 

ナス 何 乗と いうよう な 微少な 量で ある。 この 虫の よう 

に 自分の 体重の 何 倍 も ある 金属 を 食って、 その 何十 プ 

口 セント を 排泄 するとい うの は 全く 不思議と いうより 

外 はないで あろう。 

何のた めに 鉛 を かじる かが 疑問で ある。 送電線の 被 

覆 鉛管の 内部に どんな ものが はいって いるか、 そんな 
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